
　

★★　予約受付10:00～16:00 電話にて受付いたします★★

静岡市駿河区小鹿2丁目２６－１
TEL・FAX 054 - 281 - 4718

● 豊田児童館は、「子ども達が地域で健やかに育つこと」を目指し、 静岡市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。 ●

● 児童館は、０歳から１８歳未満の子どもたちを対象にした施設です。「あそび」を通していろいろな体験ができ、子どもたちがいつでも自由に利用できます。 ●

児童館あそびのルール

あそべる時間

★9：00～12：00、13：00～

17：00まで開館しています。

★消毒時間12:00～13:00、17：

00～17：30は館内で遊べません

あそぶときは

●消毒・ねつをはかって・名前

を書いてからあそぼうね。

●ねつや風邪の症状がある時

はお家ですごしましょう。

もちもの

マスク のみもの

ハンカチ (名前をかいてね)

おうちの人の連絡先（お父さん・お母さん）

とよだじどうかん おたより

おはなし会
4(土) 10:30～11:00
「おはなしクラブ」のみなさんの

発表会です♪みんなきてね。

リ・ユース・カフェ
9(木) 10:00～11:00

子育て中の保護者 15名

【事前申込】 2/28(火)～

3/8(水)

【ご参加の方】 ♦子ども服(冬・春

物)など３品以上お持ちください。

♦商品の消毒・洗濯を必ずお願

いします。※ 持ち物：マイバッグ

♦駐車台数に制限があります。

【ご提供のみ】♦お持ち込みにな

る前に必ずお電話ください。♦１

家族10点まで。♦子ども

用衣類は冬春物。サイズごとに

仕分けてください。♦商品の消

毒・洗濯を必ずお願いします。

※ 品物によっては受取れない

場合もあります。

とよっこデー
17(金)ごご4:15～4:45

何をやるかはお楽しみ★

リクエストも募集中！

小学生以上 １５名

染め物★体験
玉ねぎの皮を使って染め物を

してみよう！

4(土)ごご2:00～4:00

小学生以上１0名

【事前申込】

2/21(火)～3/3(金)

ボードゲーム

であそぼう

21(火・祝) ごご3:30～4:30

人狼やヒューゴなどいろんな

ボードゲームの

やり方を講師に教わって

みんなであそぼう★

小学生以上 １５名

【事前申込】 3／7(火)～18(土)

小中学生向け

の行事

乳幼児さん

向けの行事

0.1フレンド
7(火) 10:00～11:00

同じ月齢のお子さんをお持ち

の保護者同士いろいろなお話

をしてみませんか？

保健師さんや未来サポーターさんに

に育児相談もできますよ★

対象：０～1歳児親子

【事前申込】

3/1(水)～3/5(日)

誕生日カード作り
２月生まれ３月生まれ

のお子さんに誕生日カードを作って

お祝いしましょう★

1(水)・２(木)・３(金)

10：00～14:00

（消毒時間は除く）

対象：乳幼児親子
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事故防止のため、事業開始時刻前に「大雨警報」「暴風警報」のいずれかが

発令されている場合、その事業を中止します。また、各種警報等が発令され

ていない場合でも、今後発令が予想される場合には、事業を中止することが

ありますので、ご了承ください。

駐車スペースに限りがありますので、公共交通機関などのご利用をお願いし

ます。また、周辺施設への無断駐車はご遠慮ください。

〈 館長より 〉・・・「多様性と向き合う」

2022年度は大変お世話になりました。私自身7月に豊田児童館館長に就任以来、激動の1年間でした。私は清水区

在住ですので、自分が子どもの頃や子育て中に児童館というものがあることを知らず、本当にゼロからのスタートとなり

ました。

そんな私が、就任以来ひとつひとつ子育て支援というものを学んでいく中で特に難しく感じたことが、近年耳にする機

会が増えた「多様性」との向き合い方です。

児童館はその建物の性質上、公共性というものが求められます。来館者様から寄せられるご意見を出来る限り反映さ

せた形での運営を行っていきたいと思いますが、ご要望の中には相反するご意見もあり、どちらの側の視点も理解した

上でどちらの側にも立つことができないもどかしさを感じることが多々あります。しかし、様々な立場の方の考え方を受

け入れていくことは難しいことでもありますが、その課題に取り組むことはそれだけ多くの人が受け入れられる社会へと

つながっていくことでもあります。児童館館長に就任したことでこのような課題に取り組む機会を得たことは、私の人生

にとっても有意義なことだと感じております。

人が困難に立ち向かうときや、ガマンをしなければならないとき、やる気を継続させたいときには、「感謝」「思いやり」

「誇り」の3つの社会的感情を鍛えることが、快楽や短期的な利益よりも長期的な利益を選択できるようになり、自己成

長につながると言われています。私もこの職場にいることで、楽しく共に働ける仲間への「感謝」、その仲間や子どもた

ちへの「思いやり」、そして子育て支援に関わることができる「誇り」を感じることができ、より良い子育て環境のために取

り組むモチベーションとなっております。

「多様性」というのは時として社会を分断するものになる可能性も含んでいます。しかし子どもたちは先入観なく他者を

受け入れる柔軟性を持っています。これからの子どもたちの社会にとってこの「多様性」という言葉がどのように関わっ

てくるかは、我々大人がこの言葉に対してどのように結論付けるかにかかっています。豊田児童館ではこの「多様性」と

向き合いながら、子育て支援のためにより良い環境作りを行っていきたいと思います。そのため、地域の子育て環境を

皆さんで作っていく感覚で、今度ともたくさんのご意見を伺っていきたいと思いますので、今後ともご協力の程よろしくお

願い致します。

豊田児童館 深澤


